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第 1章 

 

． じめ こと  

 

．委託事業 概要 



．  

NPO法人宮城県認知症 プ 協議会 

会長  蓬田   隆子 

 

日本 高齢 状況 予測 65歳以上 高齢者 2025 約 3,700万

人 2042 約 3,900万人 を迎え た 歳以上 高齢

者 うち 認知症高齢者 増加 2025 約 700万人 達 推計 い

 

そ 危機的 状況 中 厚生労働省 認知症施策推進総 戦略 新 ンジプラン

を策定 認知症施策 推進を重要課題 い  

新 ンジプラン 認知症 理解を深 普及 啓発や認知症 人 や い

地域 く 盛 込 認知症 住 慣 た地域 力を発揮 当た

前 暮 を いくた 互助 共助 浸透 たコ ュニ 作 求

い  

認知症施策推進総 戦略 新 ンジプラン 中 認知症 本人や家族 負担軽

減 うたわ い そ 手立 一 認知症 ェ あ  

宮城県 認知症 ェ設置 進 普及啓発事業を進 当た 在宅 認知症

推進 い プ 持 認知症 護 知識や経験を活 いう観点

NPO法人宮城県認知症 プ 協議会 本事業 委託を

た 認知症 ェ設置 進 啓発事業 主 内容 次 通  

 

認知症モ ェ設置 運営事業 

宮城県内 仙台市除く 圏域 気仙沼 部 東部 仙台 仙南  

知識 技術 効果等 情報 集積 

認知症 ェ設置運営 ニュ 作成事業 

認知症 ェ普及 進研修事業 

認知症 ェ報告会 ニュ 紹 実践報告  

各圏域 報告会 全体報告会 

 

本事業達成 た 間各圏域 モ 事業所を中心 組 を重 一定

成果を上 た え 行政 地域 護家族 護事業所 様々

人 支援 協力を いた賜物 深く感謝申 上  

報告書 認知症 ェ 設立を検討 い 方 一助 幸い

 

成 ８ 月 日 



．委託事業 概要 

目的 

 認知症 ェ 設置を 進 ，市町 及 関 機関 対 そ 運営方法や効果

い 普及啓発を行う ，認知症 人 そ 家族 安心 暮 せ 地域 く

を推進 を目的  

実施方法 

 認知症 人 家族 精通 ， 市町 及 関 機関，地域住民

日 密接 連携体制を い ，人 や場所 確保を含 た県内全体

ェ運営能力 あ ，宮城県認知症 プ 協議会 委託 実施

た  

事業内容 

 認知症 ェ設置 運営事業 

○目的  認知症 ェをモ 的 設置 運営 ，そ 設置 運営 必要 知

識 技術及 そ 効果等 情報を集積  

○方法  後県内 認知症 ェを普及 た 足 ，県内 圏

域 各 所拠点 認知症 ェをモ 設置 ，定期的

ェを開催  

※運営 あた ，市町 等 養成 た認知症サ を ラン 活用  

 認知症 ェ設置運営 ニュ 作成事業 

○目的  モ 設置 た認知症 ェ 知識 技術等を ニュ

 

○方法  モ 設置 た認知症 ェ い 集積 た知識 技術 情報を，

ニュ  

 認知症 ェ普及 進研修事業 

○目的  ニュ 認知症劇を活用 ，県内 認知症 ェを普及啓発  

○方法  関 機関 市町 職員及 地域住民等を対象 た研修会等を開催

 

※全県対象：1回，圏域毎：各 1回 

 

 

 

 

 

 

 認知症 ェ設置･
運営

•モ 的 ェ
設置，運営

•知識 技術 集積

認知症 ェ設置
運営 ニュ 作
成

• ェ 効果的
設置運営方法 ニ
ュ 作成

認知症 ェ普及
進研修

• ニュ を活用 た
関 者向 研修 開催

•認知症劇を活用 た
ェ 普及啓発

   


